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大塚国際美術館（大塚一郎館長、徳島県鳴門市）は、オランダ

印象派を代表する画家イサーク・イスラエルス（1865-1934）が描

いた「ヴァン・ゴッホ『ヒマワリ』の前に立つ女」を陶板で原寸

大に再現し、ゴッホの誕生日である3月30日に合わせ、同日に追

加、常設展示いたします。 

 

ゴッホ（1853-1890）の弟テオの妻ヨーは、特別な友人であった

イスラエルスに 3 年間（1918～1920）、「ヒマワリ」を無償で貸し

出しました。「ヒマワリ」は当時イスラエルスが住んでいたオラン

ダ・ハーグの自宅居間に飾られ、タバコを吸いながら作品に見入

る女性が描かれています。「ヒマワリ」を中心に据えた構図は、多

大な影響を受けたゴッホへの賛辞とも取れます。 

ゴッホは似たような「ヒマワリ」を 7 枚描いており、イスラエ

ルスの絵に登場するのは4番目の作品で、ロンドンのナショナル・

ギャラリーが1924年に妻ヨーから購入しています。 

 

【【【【イサーク・イスラエルスイサーク・イスラエルスイサーク・イスラエルスイサーク・イスラエルス】】】】    

「オランダのミレー」と呼ばれたヨーゼフ・イスラエルスの息子で、

オランダ印象派を代表する画家の一人。1865年オランダ生まれ、ハー

グの美術学校で学んだ後、パリ、ロンドンにも滞在し、第1次世界大

戦時後はハーグで過ごす。63歳の時、地元で開かれた1928年アムス

テルダムオリンピックのアートコンペで金賞を受賞。1934年 69歳で

死去。 

 

    

【【【【ゴッホとヒマワゴッホとヒマワゴッホとヒマワゴッホとヒマワリリリリ】】】】    

ゴッホは画家仲間のゴーギャンと暮らすアルルの家を、明るい

ヒマワリの絵で飾りたいと連作を描きました。1888年8月制作の

４番目の「ヒマワリ」は、背景やテーブルまでもが黄色で彩られ、

南仏に降り注ぐ陽光とゴーギャンを待ちわびるゴッホの心の内ま

で表現しているかのようです。大塚国際美術館は昨年3月、花瓶

に入った全７点の「ヒマワリ」を一堂に鑑賞できる展示室を新設

しました。 



作品名 所蔵先 作品No.
1 ⻨藁帽⼦の自画像 デトロイト美術研究所、デトロイト、アメリカ 704

2 自画像 オルセー美術館、パリ、フランス 705

3 アルルのゴッホの部屋 オルセー美術館、パリ、フランス 707

4 ローヌ川の星月夜 オルセー美術館（寄託）、パリ、フランス 708

5 種まく人 クレラー＝ミュラー美術館、オッテルロー、オランダ 709

6 ガシェ博士の肖像 オルセー美術館、パリ、フランス 710

7 オーヴェールの教会 オルセー美術館、パリ、フランス 711

8 ジャガイモを食べる人々 ゴッホ美術館、アムステルダム、オランダ 1022

9 ヒマワリ 個人蔵 1076

10 ヒマワリ 1945年兵庫県芦屋市にて焼失 1075

11 ヒマワリ ノイエ・ピナコテーク、ミュンヘン、ドイツ 1077

12 ヒマワリ ナショナル・ギャラリー、ロンドン、イギリス 1078

13 ヒマワリ 東郷⻘児記念 損保ジャパン⽇本興亜美術館、東京、⽇本 1079

14 ヒマワリ フィラデルフィア美術館、フィラデルフィア、アメリカ 1080

15 ヒマワリ ゴッホ美術館、アムステルダム、オランダ 706

16 タラスコンへの道を行く画家 1945年消失、マグデブルク、ドイツ 1082

大塚国際美術館で鑑賞できるゴッホ作品（16点）一覧        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大塚国際美術館とは 
古代壁画から世界26カ国190余の美術館が所蔵する現代絵画まで、1000点を超える世界の名画を特殊技術によっ

て、陶板で原寸大に再現しています。レオナルド・ダ・ヴィンチ「モナ・リザ」、ゴッホ「ヒマワリ」、ピカソ「ゲ

ルニカ」など、美術書などで一度は見たことがあるような名画が一堂に展示され、日本にいながら世界の美術館を

体験できます。 

【住  所】徳島県鳴門市鳴門町 鳴門公園内 

【Ｔ Ｅ Ｌ】088-687-3737  【Ｆ Ａ Ｘ】088-687-1117 

【Ｕ Ｒ Ｌ】http://www.o-museum.or.jp 

【開館時間】9時30分から17時（入館券の販売は16時まで） 

【休 館 日】月曜日(祝日の場合は翌日)／1月は連続休館あり／ 

その他特別休館あり／8月無休 

【入 館 料】一 般 3,240円／大学生 2,160円／小中高生 540円 

【アクセス】 

 

 

 

 

 

 

《お問い合わせ》大塚国際美術館 学芸部広報担当 土橋・山側 

Tel:０８８-６８７-３７３７  Fax:０８８-６８７-１１１７   Mail:info@o-museum.or.jp 

環境展示：「システィーナ・ホール」 


